
  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

    

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

    

  

  

  

  

  

  

22001144 年年 1100 月月発発行行  VVooll..3311  

  

●●放放課課後後学学習習支支援援事事業業  「「ゆゆめめのの木木教教室室」」          ●●青青少少年年のの健健全全育育成成ののたためめのの事事業業  

小小中中学学生生：：月月曜曜日日～～金金曜曜日日  午午後後 22 時時～～66 時時      問問題題をを抱抱ええたた子子どどももととそそのの家家族族にに対対しし  

●●青青少少年年のの自自立立支支援援事事業業  「「そそらら」」                                              随随時時相相談談･･援援助助をを行行ななうう  

水水曜曜日日：：午午後後 66 時時 3300 分分～～88 時時 3300 分分              ●●交交流流会会    年年４４回回開開催催  

                    

                      

文章題が苦手 

文章を読んだ時に、その内容がイメージとして

浮かび、何算を使って解くのかすぐにイメージ

できることが重要である。数をこなしイメージ

を掴むことができるようになるといい。 

交 流 会 

総会後の交流会では、たくさんの意見が出ました。 

 

第１３回通常総会 

私が「ゆめの木教室」に関わることとなったき

っかけは、保見団地に住む知人の紹介があった

からです。塾講師や家庭教師のアルバイトをし

つつ、ＴＩＡでポルトガル語を学び、大学の通

信過程で学んでいた時に保見のボランティアの

ことを知りました。｢外国籍の子どもたちが日本

で暮らしていけるように支援する｣という理念

に感銘を受けました。素敵な活動に出会えて良

かったと思っております   スタッフＢ 

   

｢子どもの国｣の運営にかかわっ

ている知人の紹介でスタッフの

一員に加えていただきました。子

どもたちは、じっくり考えたり、

取り組んだりすることがちょっ

と苦手ですが、よく頑張っていま

す。私も力になれるように努めて

いきたいと思います。       

スタッフＡ 

  

シルバー人材センターでゆめの木教室の募集を見て参加しました。外国籍の子どもたちはみんな

外国人学校に通っているものと思っていたので、日本の公立学校に通っている外国人の児童生徒

の存在を知って驚きました。彼らが日本の子どものレベルに達するのは大変なことだと思い少し

でも役に立てたらとの思いで毎日支援に参加しています。      スタッフＣ 

   

夢をもつこと 

夢をもたせるのは親の仕事である。夢を持ちそ

れを実現させるために、どのような学校に進学

してどんな勉強をしたらよいのか一緒に考え

ることが重要である。 

将来について考える 

よい大学に行けば必ずしも幸せな将来が

待っているというわけでなない。中学、高

校の時期は、子ども自身にやりたいことを

考えさせるようにし、親はそれをサポート

するという姿勢でいるべきである。 

親の姿 

親自身が勉強をしている姿を見せないと子どもも勉強

をしない。親が仕事で疲れたと言って寝てしまったら、

子どもも部活で疲れたと言って寝てしまうだろう。言

語学習に関しても、親自身が読む習慣をつけていない

と、子どもも本を読む習慣が身につかないと思う。 

普段「ゆめの木教室」で頑張ってくださっ

ているスタッフの皆さんのコメントです。 



 

ブラジルで高校を無事７カ月で終えることができました。学校では年齢に 

関係なく若い人から中年やお年寄りの人たちがたくさんいてそこで改めて 

勉強したりなにかを実現したりするにはやる気があればできるんだと 

気付きました。高校を終えた今、これから働いて来年大学に入れるように頑張りたいと思います。

スタッフの皆さん、幼い時から青年・大人になるまでいろんなことを教えてくれたり叱ってくれ

たりして本当にありがとうございました。スタッフの皆さんには数えきれないくらい恩がありま

す。恩を返せる方法は学校を終えて、就職して、そして大学に入ってまたこういういい報告がで

きればいいと思っています。子どもの国のスタッフに出会えて本当に感謝しています。日本のお

母さんのように思いとても感謝しています。 

 

中学／高校の時期を大切に 

社会に出る前に自分が一番成長

する大切な時期がこの二つ。ま

だ何回も失敗できる。失敗は成

功のもとだから、自分の失敗か

ら何かを学ぶことが成長してい

るっていう証。気づかなかった

らずっと失敗の売り返しでいつ

までたっても成長できない。 

できないと思ったら絶対できない 

夢ややりたいことがあって、もし始める前にできな

いと諦めたら、もうそこでストップ。小さいこと大

きいこと関係なくチャレンジすることが大切。もし

失敗しても大丈夫、自分で始めたチャレンジだから。

みんな始めから何でもできるわけじゃないから。み

んな失敗して次の成功につなげている。 

肝心なのは前向きな気持ち。ポジティブ 

な気持ちがあれば次につなげたくなる！ 

失敗で終わらず成功につなげてほしい。 

  

 

 

 

                               

 

 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 

 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

    

  

  

  

・１年：やるべきことがよく分かっていて、宿題をさっさと進めます。まだひらがなはあまり

読めませんが、音読は元気よく声を出しています。数を数えるのは正確で、１０以

上の数も嫌がらず数えています。 

・１年：宿題もプリント類、よくわかっていますが、ちょっと丁寧さに欠けます。１１～２０

の数もずいぶん間違えずにいえるようになりました。ひらがなは五十音表ならすぐ

言えますが、音読で出てくると少しわからなくなるようです。 

・１年：計算のテスト１００点取ったと嬉しそうに見せてくれました。音読もはっきりした声

で間違えずに読むことができます。 

・１年：計算（今日は引き算）もできるのですが、スタッフと１対１でないと周りが気になっ

て、集中できないようです。 

・２年：大泣きしてゆめの木に来ました。（おばあちゃんが待っていて帰りたくなってしまう

のかな？）スタッフに抱っこされながら、宿題のみで帰りました。 

・２年：算数の単元テストでは６０点以上は取ってきていました。全く分からないわけでもな

いので、ちょっとしたサポートがあれば授業もついていけると思います。 

・３年：宿題の算数プリント（あまりのあるくり下がりのないわり算）少しずつ速くできるよ

うになっています。（九九表が離せません） 

・３年：わからないところを聞いて学習が進められると良いです。 

・３年：余りのある割り算の仕方（計算ドリル、算数プリント）、よくわかり正しくできまし

た。くもんのドリル「言葉と文のきまり」で主語述語について勉強しました。 

・４年：どうもサボったようです。ママが迎えに来たのですが、いなかったので、「さがしま

す。」とのことです。 

・５年：久しぶりに来て、落ち着いて学習に取り組めました。塾があって４時４５分ごろ帰り

ました。小数÷小数が割と正確にやれるようになってきました。 

・５年：どうしてその答えになるかを説明しようとしても、面倒がってなかなか真剣に聞こう

としません。学習内容がなかなか身に付かない要因になっています。 

・５年：今日も集中して学習を進め、４時３０分頃には学校の宿題とゆめの木の課題を全てや

り終えることができました。 

 子どもたちの日本語力について、保護者の方から貴重な意見をいただきました。 

最近日本語の日常会話だけでなく、ニュースを理解できるくらいの 

日本語力について考えさせられた出来事があった。あるブラジル人の子が 

日本のニュースを見て、何が起こっているのかポルトガル語で説明 

してくれたことがあり、その子の日本語能力の高さにとても驚かされた。 

自分の娘は日本語の日常会話は問題なくできるが、日本のニュースを見たり新聞を読んだりしてその

内容を理解できるくらいの日本語力があるかは分からないし、今世界で起こっているニュースに関し

てはあまり知らない。日常会話程度の日本語で満足せず、よりレベルの高い言語能力をつけることが

できるようになるといい。                   「ゆめの木教室」保護者 

交流会 

「ゆめの木教室」ではスタッフ間で子どもの様子を

共有するため、毎日メールで報告を行っています。 

平成 26年 ある日の「ゆめの木教室」報告 

 

      

【青少年Ａ】 

小・中学生の時、「ゆめの木教室」で勉強していた先輩です。 

ブラジル生まれ。２歳の時に初来日し、日本の小中学校を卒

業。高校１年で中退し、工場で働いた後、２１歳の時に帰国、

ブラジルで高校卒業し、Ｎ１にも合格。 

 


